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１．小学校高学年における教科担任制導入の背景と本県の目指す方向性

国の動向 ～中央教育審議会答申（令和３年１月）～

「義務教育９年間を見通した教科担任制の在り方」

◎令和４年度を目途に

小学校高学年からの教科担任制の導入

・義務教育９年間を見通した指導体制の構築

・教科指導の専門性を持った教師によるきめ細かな指導の充実

・教師の負担軽減

・新たに専科指導の対象とすべき教科や学校規模・地理的条件

に応じた効果的な指導体制の在り方の検討

・小中学校の連携促進
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１．小学校高学年における教科担任制導入の背景と本県の目指す方向性

国の動向 ～義務教育９年間を見通した
指導体制の在り方等に関する検討会議（令和３年７月）～

○各地域・学校の実情に応じた取組が可能となるような定数措置により、特定教科

における教科担任制の推進（専科指導の充実）を図ることを中心に考えるべき。

○教科指導の専門性を持った教師によるきめ細かな指導と中学校の学びに繋がる

系統的な指導の充実を図る観点から、外国語、理科、算数及び体育について優先

的に専科指導の対象とすべき教科とすることが適当。

○これまで以上にブロック内の小・中が連携し、義務教育９年間を見通して児童生徒

の資質・能力を育成すること。

○教科担任制推進の趣旨・目的の実現に向け、多様な実践を参照するなど不断の

取組改善と、校長のマネジメント力の発揮に期待。
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山梨県が目指す方向性

１．小学校高学年における教科担任制導入の背景と本県の目指す方向性

小学校における教科担任制の類型として、下記の４つがあげられます。
本県で目指す方向性は②と③になります。

教科担任制の類型に関する参考資料：
義務教育９年間を見通した指導体制の在り方に関する検討会議報告書

①完全教科担任制
（例）中学校や高等学校と同様の教科担任による指導

②特定教科における教科担任制
（例）理科専科教員、体育専科教員配置等による指導

③学級担任間の授業交換
（例）学級担任間等で、特定の教科の授業交換を行う指導

④学級担任とのTeam Teaching
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学校規模に応じた取組例を紹介します。

２．本県の目指す方向性を踏まえた取組

◎同一学年での学級担任間の授業交換
（学年２学級規模）

４

P5を参照

◎同一学年での学級担任間の授業交換
（学年３学級規模）

P６を参照

◎学年をまたいだ学級担任間の授業交換
（学年１学級規模）

P７を参照



３．高学年で教科担任制を実施した際の時間割の例（学年２学級規模の学校の場合）

３学期の時間割を掲載しています。

〇専科指導だけでなく、
学級担任間の交換授
業に取り組みました。
特に、５年生では国語
科と算数科の交換授
業に取り組みました。
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3．高学年で教科担任制を実施した際の時間割の例（学年3学級規模の学校の場合）

〇専科指導だけでな
く、学級担任間の交
換授業に取り組みま
した。担当する教科数
が少なくなったことで、
教材研究が焦点化さ
れました。

6学年の時間割表を掲載します。
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３．高学年で教科担任制を実施した際の時間割の例（学年1学級規模の学校の場合）

〇小規模校の特性を生かし、全校
体育の運用の工夫や、学年間をま
たいだ教科担任に取り組みました。
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４．推進校から出された本年度の成果（○）と課題（▲）

①導入すべき教科の検討～学力への影響の視点から～

【成果】

○教科を絞ることで教材研究の時間を多く取ることができ、一歩踏み込んだ授業を組み立てられる。

○（学年に複数学級ある場合）複数回授業ができるため、授業改善が図られ、わかる授業づくりができる。

○（教科担任制を導入した教科で）１学期当初と同じテストを２学期末に実施したとこころ、多くの児童が

１学期に正解できなかった問題を正解させている。

＜参考＞（推進校A小学校での職員、児童へのアンケート）

①教科担任制の授業によって、自身の教科に対する専門性と指導力が高まった。・・・肯定的回答９6％

②教科によって先生が代わることで授業に興味が持てる。・・・肯定的回答９６％
＊②の質問については、他の推進校でも同様に９割を超える児童が、肯定的な回答を示している。現時
点では、学力への影響までは見られないが、教科担任制の授業が児童にとって楽しみであるといえる。

【課題】

▲学習に遅れが生じてしまう児童への、放課後や休み時間での事後指導の時間の確保が難しい。

▲算数科のように毎日授業のある教科で実施したところ、担任によるフォローが十分にできなかったため、
家庭での宿題の取組に影響が出た。

▲授業のきまりが教員によって違うことが多く、徹底した指導が難しい。
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４．推進校から出された本年度の成果（○）と課題（▲）

②児童の不安解消～児童理解の視点から～

【成果】

○これまでよりも児童の情報共有が行われるようになった。複数の教員が関わることで児童を多面的に
とらえることができるようになった。＊教員間の情報共有シート（シェアシート）を作成した推進校あり

○（学年に複数学級ある場合）学級だけでなく学年の児童との関係性を深めることができる。

＜参考＞（推進校B小学校・C小学校での児童へのアンケート）
①担任以外の先生と授業をすることで、色々な先生と気軽に話せるようになった。・・・肯定的回答９１％

②中学入学への不安や心配がある。・・・否定的回答６２％（前年比＋１９％）
＊②の質問については、高学年での教科担任制が中学校との円滑な接続に寄与していることを表して
いるといえる（なお、この推進校では、本事業の指定を受け、小中連携の取組も熱心に行っている）。

【課題】

▲（児童からは）担任でないと発言しづらいという声がある。また、指導方法の違いに戸惑っている姿が

見られた。

▲毎時間、担当教師が変わることを負担に感じる児童がいる。

▲成果にあるように複数の教員が関われるが、児童の持つ全ての不安の解消には直結しない。
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４．推進校から出された本年度の成果（○）と課題（▲）

③効果的な時間の活用～働き方改革の視点から～

【成果】

○担任の空き時間が大幅に増えた（高学年担任の持ち時数が週２２時間になった推進校あり）。

○（小規模校の場合）高学年担任が他学年での授業実施が可能となり、学校全体で職員の空き時間を
生み出す取組につなげることができた。

＜参考＞（推進校D小学校・E小学校での職員へのアンケート）
①教科担任制になり退勤時間が早くなっている。・・・肯定的回答８９％

②空き時間におこなったことの調査・・・教材研究など授業に関わるもの５３％

提出書類作成、校務分掌資料作成など３１％

児童理解や保護者対応１４％

【課題】

▲学年、教員により空き時間数の差があり、不公平感を持つ教員がいる。

▲時間割の編成が複雑になり、急遽の時間割変更が難しくなる。

▲宿題や児童に関する情報共有など、職員間で相談しなければならない時間が増える。
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５．中学校のかかわりの事例

＜１月３１日の教科担任制推進フォーラムの分科会で出された小中連携に関する意見＞
・小中連携をする際の主体を中学校がやるべき。（発信は中学校）

・（複数の小学校から中学校へ進学してくる場合）小小連携のコーディネートは中学校が担う。

・小学校での課題は中学校に引き継がれる。だからこそ、小中で一緒に取り組むことが必要。

小中連携した授業研究会の実施
（小中で互いに参観し合う）

小中拡大校内研の実施

①ICT部会、②学習部会（授業
規律スタンダードグループ・家庭
学習グループ）、③小中連携部
会（生活規律グループ・行事グ
ループ・事務グループ・養教グ
ループ・司書グループ）

小中合同研究授業の実施

・小中で同じ内容を扱う単元で研
究授業を実施（この事例では理科
の水溶液に関する単元）。

・同じ指導主事が小中両方の授業
の助言を行う。

・ＩＣＴを活用した研究会

小中連携あいさつ運動

９年間を見通した単元配列表の作成
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中北地区
若草中学校区
（若草中・若草小・若草南小）

富士・東部地区
猿橋中学校区

（猿橋中・猿橋小・七保小・鳥沢小）

峡東地区
浅川中学校区

（浅川中・八代小・境川小・芦川小）

峡南地区
市川中学校区
（市川中・市川小・市川東小）

・２年間の研究指定（R4～５年度）
・年3回の研究会への参加
・教科担任制を推進する上での各地域の拠点校としての役割

６．教科担任制推進事業の目的と推進校

４中学校区 １４の小・中学校を推進校に指定

【目的】
令和４年度から段階的に導入される教科担任制について、３つの課題の解決に向けて調査･
研究する教科担任制推進校を設置するとともに、研究成果を県内の市町村や学校に普及し、
円滑な導入と指導の充実を図る。
＊３つの課題：導入すべき教科の検討、児童の不安解消、効率的な時間の活用
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